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本邦有史以来(天武天皇6実'西暦 679年以後〉のものにそコいて，烈震及び強震以上の各界つい

とれをうけた地域とその回数につき調査を行った。第1闘は烈震，第 2園は強震以上をうけた

範園とその回数を示す。
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先づ烈震についてみるとト琵琶湖の周遅から伊勢海の西海岸ぬかける地域及び小田原付近が最も

多〈なっているO とれにさたいで関西では前記地域の外接地域に多くとの範園は岐阜・名古屋を含め

て，渥美牛島宏、摩宇島付近までのびている。関東では東京周議が多くなっているO 四園周謹，中園

地方瀬戸内海沿岸は主として，震永，安政，昭和などの南海道地震によるものであるoとの園の作

成には弐のような方針をとてコた。即ち従来賓永・安政などの大地震の烈震区域が非常に康範国間か

とれは最近の南海道大地震の震度分布園などから推して適嘗に縮小し託。

即ち昭和21年の甫海道大地震によれ倒壊家屋を生じた範園は1府21懸にわたっているが，

かれているが，
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そ

の震度分布園をみると，烈震直域はその府!擦問局部的に散在している男占から推測して，賓永や安政
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の地震は大きいには違いないが，従来の園のよう花全面的向烈震とは考えられない。叉磨史の記録

上関東諸園 (818)，_五畿七道(887)とかJその範園の不明瞭なものはとれを省略した。なほ第1固

に於ては，紀伊宇島中部・中部地方南部などの特別に地殻の堅牢な場所或は熊本懸の人吉，長野勝

の諏訪，その他異常震域などに於ては園の回数と多少相違するであろう。

¥d 第 2固にjないては，強震以上をうけた範園とその回数を示しである0 との場合激・烈震もウェイ
J 

トをつけや Z固と教えたもので1ある。とれによると近畿地方中部・岐阜周謹が最も多<，此の外接

地域東海道及び関東地方南部がこれにヲえいでいる。北海道の大部分，東北地方の一部分，群馬長野

爾県系住近・九州の西北部などでは皆無となっている。との園の作成には三陸大津浪地震(1933)，福

島勝東方沖地震(1938)，その他烈震区域がな〈強震直域のみの地震はとれを全部治略した。とれら

は強震としては弱いものか或は極めて局部的な小地震であるため，とれを入れると本国の統ーを依

〈ととになるからであるO な台第2園に於ては周園に震源、を多くもつ所ではiその場所が漸〈震度

5もあるのに，回数の極大を生宇、るととがあるが，とhは無意味なものであるから消却した。歴史

ーの記録にアうぶては，昔ば文化の中心が関西にあったためJ 関東方面は関西に比ぺて記録が乏しいと

考えられるので，関東では地震の賓際の回数よりも少〈なってーいるとも推測できる。
4 

最後に本園の作成に関しては武者金吉氏の貴重な資料に仰ぐ所が多い。記して感謝する衣第であ

る。
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